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ＴＩＭＳは、Ｋ熱伝対ポート１０ｃｈ・アナログポート８ｃｈ・デジタル入力ポート４ｃｈ・デジタル出力ポート４ｃｈの情報を高精度に計測して
ロギングします。そして、その情報を各種の通信回線を経由して転送したり、モニターすることで、遠隔地からの各種装置や設備の監視を、効果的
に支援するコストパフォーマンスの高いシステムです。－２００℃～１３００℃のワイドな計測範囲と０．１℃の分解能を持つ温度ポートをはじめ、
各ポートからの情報を設定時間毎（１秒～３６００秒の範囲で任意に設定可能）に約２３０００回分のロギングができます。それは、1分毎の情報を
ロギングしたとして、半月分以上もの情報になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜＜＜＜ＴＩＭＳＴＩＭＳＴＩＭＳＴＩＭＳシスシスシスシステム概要＞テム概要＞テム概要＞テム概要＞ 

 
 

接点入力 

 
 

アナログ電圧入力 
0―５Ｖ 

ＴＩＭＳＴＩＭＳＴＩＭＳＴＩＭＳ 

熱電対 10ポート 

ＰＣ チャージコントローラー 

バッテリー 

ソーラーパネル 

モデム、 
アダプタなど 

入力ポート ８点 

 

 

概略仕様： 

温度の計測が、-200℃～

1300℃の広範囲で可能で

す。 

入力ポート ４点 

ＲＳ２３２Ｃ 

モデム、 
アダプタなど 

ＤＣ 
８～１６Ｖ 

ＮＴＴ網 

ＮＴＴ網 
ＲＳ２３２Ｃ 

ＲＳ２３２Ｃ 

 
 

接点出力 

内蔵バッテリー 

出力ポート ４点 

概略仕様： 

接点信号（表示機点灯等）

を、４点まで出力可能です。 

概略仕様： 

無電圧の接点信号（故障信

号等）を、４点まで入力可能

です。 

概略仕様： 

アナログ信号（0～５Ｖ：圧力

計、流量計、その他各種セン

サの信号）を、８点まで入力

可能です。 

無線 

１００台までのＴＩＭＳの 

増設が可能です。 

ＲＳ４８５ 
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ＴＩＭＳ 主な仕様 
 
入力部 

項目 仕様及び推奨動作条件 
アナログ電圧 ０～＋５Ｖ   分解能 ５ｍＶ             ８ｃｈ  
デジタル入力 接点入力  オープンコレクタ入力            ４ｃｈ  
デジタル出力 ＬＥＤ点灯または同等負荷                ４ｃｈ  
温度計測  Ｋ熱伝対 －200℃～1300℃  分解能０．１℃           １０ｃｈ   
  
使用温度範囲 －３０℃～＋８０℃ 
使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下 
  

 
インターフェイス 

項目 仕様 
規格 ＲＳ２３２Ｃ     ＲＳ４８５（増設用・最大 100台） 
伝送速度 115200   57600  38400  19200  9600  4800  2400bps   
伝送方式 調歩同期式 

 
 
 
機能 

項目 仕様及び推奨動作条件 
電源  
  ＡＣアダプター 入力電圧１００Ｖ      
  ＤＣ入力 ８Ｖ～１６Ｖ 
  内蔵ＮｉＭＨ電池 ４．８Ｖ  １２００ｍＡｈ 
外形寸法 １００ｍｍ（Ｗ）× ３５ｍｍ（Ｈ）× １２６ｍｍ（Ｄ） 
重量 ５５０ｇ（バッテリー含む） 
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                                                                                                      はじめに 
 
 

 
 
 
このたびは、ＴＩＭＳまたはＴＩＭＳ 関連商品をお買い求めいただきまして、ありがとうございます。 
 
ＴＩＭＳは、Ｋ熱伝対ポート１０ｃｈ・アナログポート８ｃｈ・デジタル入力ポート４ｃｈ・デジタル出力ポート４ｃｈの情報を高精度に計測してロギング
します。そして、その情報を各種の通信回線を経由して転送したり、モニターすることで、遠隔地からの各種装置や設備の監視を、効果的に支援するコスト
パフォーマンスの高いシステムです。－４０℃～１３００℃のワイドな計測範囲と０．１℃の分解能を持つ温度ポートをはじめ、各ポートからの情報を設定
時間毎（１秒～３６００秒の範囲で任意に設定可能）に約２３０００回分のロギングができます。 
それは、1分毎の情報をロギングしたとして、半月分以上もの情報になります。 
付属のＷｉｎｄｏｗｓ９５／９８対応ソフトウェア、Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌを使用することで、解析やシミュレーションのほか、無線機や携帯電話・
衛星移動通信機（Ｈａｙｅｓ ＡＴコマンド準拠）などを利用して運用するテレメトリーシステムにも対応しています。 
 

  安全にお使いいただくためにかならずお守りください   

表示の説明 

 

        警告      この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

        注意      この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生が想定され内容を 

示しています。 
 

       お願い   この表示を無視して誤った取り扱いをすると、本製品が持つ本来の性能を発揮できないことや機能停止をまねく内容を示 

ています。 
 
 

    図記号の説明 

 
            この記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
            具体的な禁止内容は、（左図の場合は分解禁止）図記号の中や近くに絵や文章で指示しています。 
 
 
            この記号は実行していただくことを強制したり指示する内容を告げるものです。 
         具体的な指示内容は、（左図の場合は電源プラグを必ずコンセントから抜いていただくことを強制する）図記号の中や近くに絵や文 

で指示しています。 
 
            必ず実行していただく強制内容です。 
            具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 
 

 ご注意 

 
１．本書の一部または全部を無断で転載、複写することは硬くお断りします。 
 
２．本書の内容は予告なしに変更することがあります。 
 
３．本書の内容について万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどにお気づきの点がありましたらご連絡ください。 
 
４．本製品の運用した結果および故障、誤作動、あるいは外部要因により生じた結果については責任を負いかねます。 
 
５．本製品を当社の許可なく分解・改造を行った場合、製品に対する保証を負いかねます。 
 
６．本製品は日本国内向け製品です。海外ではお使いになれません。 
    This unit is designed for use in Japan only and can not be used in any other country. 
 
： Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８は、米国Microsoft Corporationの登録商標です。 
：  Ｈａｙｅｓは、米国Hayes Micro Computer Products.Inc の登録商標です。 
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                                                           ご使用上の注意 
 
 
 
 
                                                               

 

            警告 
 

   

                                                                                                                         
  
 ● 本機を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となります。  
  

 

                                                                                                                          
 ● もし、煙がでている、変なにおいがするなどの異常が発生したときは、すぐに電源からプラグを抜いてください。  
  
 ●  お手入れをするときは、電源からプラグを抜いてください。抜かないでお手入れをすると、感電の原因となること  
  があります。 また、電源プラグについたほこりは定期的にふき取るようにしてください。そのまま放置すると火災  
     の原因となります。  
  
 ●  近くに雷が発生したときは、電源プラグをコンセントから抜くとともに本機に接続されているケーブルを取り外し  
     ご使用をお控えください。  
  

 

                                                                                                                             
 ●  本機は防水仕様ではありませんので、水が入ったり、濡れることのないようご注意ください。火災・感電などの原因となります。  
  
 ● 濡れた手でコンセントに触れないように注意してください。感電の原因となります。  
  
 ● ＡＣアダプターを加工したり、電源やセンサのコードを曲げたり、ねじったり、傷つけたり、熱器具に近づけて加熱しないように  
   注意してください。  
 ●  指定の電源電圧以外では、絶対に使用しないでください。火災・感電などの原因となります。  
     電源コンセントに他の電気器具を同時に接続するばあいは、合計電流値が規定をこえないように注意してください。  
  
 ●  本機を外部ＤＣ電源で運用するときの電源電圧は１２Ｖ～１５Ｖです。大型車などの２４Ｖには接続しないでください。  
  
 ● 引火性ガスの発生場所では、電源を入れないよう注意してください。発火の原因となります。  
  
 ● 航空機内や病院など使用を禁止された場所では使用しないように注意してください。  
  

 
 

                                                                                                                         
   
 

                 注意  

   
                                                                                                                         

  
 ●  付属のＡＣアダプター以外は使用しないでください。 ●  ＡＣアダプターはコンセントに確実に差し込んでください。ＡＣア  
   ダプターのプラグに金属などが触れると火災・感電の原因となります。  
  
 ● ＡＣアダプターを抜くときは、必ずＡＣアダプター本体を持って抜いてください。  
     コードを引っ張るとコードが傷ついて火災・感電の原因となります。  
  
  
  
  

 
 

                                                                                                                         
   
 

                お願い  

   

                                                                                                                         
  
 ●  動作中に接続コードが抜けたり、振動などにより接続が不安定になると誤動作の原因となります。  
     また、コネクタの接続部にはストレスがかからないよう注意して取り付けてください。  
  
 ● 内蔵バッテリーは規定の時間を越えて充電しないでください。  
     バッテリー本来の性能が維持できなくなります。  
 ●  内蔵バッテリーを完全に放電するとバッテリーの性能が極度に低下するとともに本機の各種メモリーが消失しますので注意し  
   てください。  
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                                                           商品の確認 
 
 
 
 
 
ＴＩＭＳ システム をご使用のお客様へ 
                                                                                                                         
     
     
     
     
     
     
     
  

 
 
 

   

     
     
         コントロールユニット  Ｔ／Ｃ コネクタケーブルセット 0.5ｍ   Ｉ／Ｏ コネクタケーブルセット 0.5ｍ  
     
     
     
     
     
     
  

 
 
 

   

     
     
     
          ＡＣアダプター    
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ＴＩＭＳ各部の名称と接続 
 
 
 
 
 
          ブラケットに付属のボルト（Ｍ６×１０）を使用してコントロールユニットを取り付けてください。 
            ねじ部が、付属のボルトより長いものを使用すると内部が破損しますので注意してください。 
     
 
１． ＰＯＷＥＲランプ 
   本機の電源が入っているときに点灯します。 
 
 
２． モード切替スイッチ 
   ＳＷ1の側で電源スイッチをＯＮすると同時にロギングを開始します。 
   パソコンが手元にない場合など、パソコンからロギング条件設定をすることなく直接ロギングを開始させたい場合に使用します。 
   また、ＳＷ２の側で電源スイッチをＯＮした場合は、ボーレートを初期値の９６００ｂｐｓに変更します。 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． ＣＯＭポート 
   パソコンのシリアルポートやデータ送信用各種モデム・アダプター
   初期状態では９６００ＢＰＳです。 
 
 
４． Ｉ／Ｏポート 

アナログ入力ポートの０～５Ｖ・８ｃｈとデジタル入・出力ポート
 

                           
 
 
 
 
  
 
         
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ  

 

電  
Ｓ  Ｓ  

COM VCC (橙) 
    DI1 (白) 
  DI2 (黄) 
  DI3 (緑) 
  DI4 (茶) 
D01 (白) 
D02 (黄) 
D03 (緑) 
D04 (茶) 

COM GND (青) 
  +5V (赤) 
 AN GND (黒) 
    AN1 (白) 
  AN2 (黄) 
  AN3 (緑) 
  AN4 (茶) 
    AN5 (白) 
  AN6 (黄) 
  AN7 (緑) 
    AN8 (茶) 

I/O ポ
ＯＭ
ＰＯＷＥＲ
源ＯＮ時のモード切替ＳＷの役割
Ｗ１．自動ロギングの開始
 Ｗ２．ボーレート9600BPSに設定
などを接続します。    

の各４ｃｈが接続可能です。 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

ート 
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COM VCC DI1 DI2 DI3 D  

(  (  (   

Ｒ Ｒ Ｒ 

Ｓ？ Ｓ？ Ｓ？ 

外  

１  

ＤＩ１～ＤＩ４ポートの使用例 

COM VCC DI1 DI2 DI3 

(橙) (白) (黄) (緑) 

Ｒ Ｒ Ｒ 

ＮＰＮ 

外部 + ５Ｖ～

外部 ＧＮＤ 

２）オープンコレクタ入力 

ＮＰＮ ＮＰＮ 

注）外部電源が５Ｖの時はＲは必要ありません。 
注）外部電源が１２Ｖの時は１Ｋ、２４Ｖの時は３ＫΩ 
  程度の抵抗（Ｒ）を入れてください。 
I4
 
橙)
 白)
 黄)
 (緑)
 (茶)
外部 + ５Ｖ～
Ｒ 
部 ＧＮＤ
）接点入力
Ｓ？ 

DI4 

(茶) 

Ｒ 

ＮＰＮ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

COM DO1 
(青) (白) (黄) (緑) (茶) 

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 

ＬＥＤ 

外部 + ５Ｖ～

外部 ＧＮＤ 

１）ＬＥＤの駆動 

注）外部電源が５Ｖの時は１Ｋ、１２Ｖの時は２Ｋ、２４Ｖの時は４ＫΩ 
  程度の抵抗（Ｒ）を入れてください。 

ＤＯ１～ＤＯ４ポートの使用例 

ＬＥＤ ＬＥＤ ＬＥＤ 

GND DO2 DO3 DO4 

C  D  
 (  (  (   

外  

２  

G   D   

注

OM
9 
O1

(青)
 白)
 黄)
 緑)
 (茶)
外部 + ５Ｖ～
部 ＧＮＤ
）その他の負荷出力
注）内部の回路はフォトカプラのオープンコレクタです。 
  １つの出力回路は１０ｍＡ程度にして下さい。 
  流しすぎると内部の素子が壊れる可能性があります。 
ND
 DO2
 O3
 DO4
）上記の入出力ともに外部電源が無い時はＴＩＭＳの内部電源+５Ｖ（赤）でも使用できます。 
ただし、+５Ｖで５１Ωの抵抗が入っているので電流はあまり流れません。 
図中の外部+５ＶはＴＩＭＳ内部電源+５Ｖに、外部ＧＮＤはＡＮ ＧＮＤに接続します。 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５． ＲＳ４８５ポ
   ＴＩＭＳを増
 
 
６． 充電モニター
   付属のＡＣア
 
７． 充電ジャック
   付属のＡＣア
 
 
８． 電源スイッチ
   ＬＡＰＣＯＭ
      外部電源（１

この電源スイ
ーが充電され
策が困難なば
月を超える長
内蔵バッテリ
 
 

９． ＤＣ１２Ｖ端
   ソーラーシス

結線の際は、
 
 
１０．熱伝対接続コ
   Ｋ熱伝対の接
         
 
 
 
 
 
 
 

アナログポートの使用例 

注

１）ポテンションメータ（この場合は１００％になりません。） 
+5V 

AN1 

AN GND 

(白) 

(黒) 

(赤) 

5K 
）アナログ入力は０～５Ｖを０～１００．０％に換算されます。 
入力インピーダンスが７０Ｋ程度のため出力インピーダンスは、できるだけ小さくしてください。 
出力インピーダンスが大きいと０～１００．０％になりません。 
10 

ート 
設（最大１００台）して、大規模な遠隔監視システムを構築する場合に使用するポートです。 

ランプ 
ダプターで内蔵バッテリーを充電している時に点灯します。 

 
ダプターのプラグを接続します。 

 
を内蔵バッテリーで運用するときの電源スイッチです。 
２Ｖ～１５Ｖ）で運用するとき、この電源スイッチはＯＮ ＯＦＦにかかわらず外部電源が優先となります。 
ッチを、ＯＮにした状態で、外部電源を接続した場合は、外部電源の遮断と同時に、内蔵バッテリー（あらかじめ内蔵バッテリ
ていて、運用可能な電圧レベルであること）に切り替わって運用を続け、ＴＩＭＳはＯＦＦしません。ＵＰＳなどによる停電対
あいで、外部電源で運用するときはあらかじめ内蔵バッテリーを充電し、電源スイッチＯＮで使用してください。ただし、数ヶ
期連続運用するばあいは、内蔵バッテリーがＴＩＭＳを運用可能なレベル以下にまで自己放電していることがあり、その場合、
ーでは停電対策ができなくなりますから注意してください。 

子 
テムなど外部バッテリー電源で運用するときは、オプションの外部バッテリー接続コード（赤＋ 黒－）を使用します。 
バッテリーのターミナルをはずしてショートの危険を避けて作業してください。 

ネクター 
続ポートが１０ポートあります。測定対象に応じた各種センサの接続をします。 
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ＡＣアダプタ－の接続と充電 
 
１．電源スイッチＯＦＦを確認してください。 
 
２．付属のＡＣアダプターを使用してＴＩＭＳを運用する場合は、あらかじめアダプターのＤＣプラグに、オプションのＤＣ入力変換コードを接続
してからＤＣ１２Ｖ端子に接続してください。 

 
３．ＡＣアダプターをコンセントに差し込むと同時に、電源スイッチがＯＦＦでも本体回路はＯＮします。 
 
４．内蔵電池を充電する場合は、付属のＡＣアダプターのＤＣプラグを本体の充電ジャックに差し込んでください。 
 
５．付属のＡＣアダプターをコンセントに差し込み、約２時間３０分で急速充電が終了するとモニターランプが消灯し、通常のトリクル充電を開始
します。 

 
注意 
    電池の性能が低下する事がありますので、つぎのことは必ず守ってください。 
    ●長時間放置し、連続してトリクル充電をしないでください。     ●５℃～４０℃の温度範囲で充電してください。 
 
    完全に充電すると連続して最大約10 時間、内蔵電池での運用ができます。 
  使用中に電池がなくなるとディスプレイのＢＡＴＴ・ＬＯＷが点滅し、やがてオートパワーオフ機能が作動してＰＯＷＥＲランプが消えますが、
電源スイッチはＯＮになっていますので一度ＯＦＦしてから忘れずに充電してください。充電を行う前に再びＯＮにするとオートパワーオフが
作動しないで完全放電し、電池の性能が極度に低下するとともに内部メモリーが消失します。 

 
 
  お買い上げ直後や長時間使用しなかったときは充電池が消耗していますのでご使用の前に充電してください。 
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                                       Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌのインストール        
 
 
 
 
 

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５でのインストール 
 
   ハードディスクはＣドライブ・フロッピーディスクドライブ１はＡドライブに割り当てられていることを前提としています。 
   これと異なる割り当てをしている場合は、割り当てに応じたドライブ番号に替えてインストールをしてください。 
 
 
 
１． Ｌａｐｃｏｍ Ｔｅｒｍｉｎａｌ のフロッピーディスク「＃１」「＃２」を用意します。 
 
２． 他のアプリケーションを全て終了してから、「スタート」をクリックし、「設定」の「コントロールパネル」をクリックします。 

 
 
 
３． 「アプリケーションの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 
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４． 「アプリケーションの追加と削除のプロパティー」の表示から、「セットアップ（１）」ボタンをクリックします。  

 
 
５． Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌ のフロッピーディスク「＃１」をＡドライブに挿入し、「次へ（Ｎ）」ボタンをクリックします。 

 
 
６． セットアッププログラムのコマンドラインに「Ａ：￥ＳＥＴＵＰ．ＥＸＥ」と表示されていることを確認し、「完了」ボタンをクリックしま

す。 
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７． 初期化ファイルのコピーが開始されます。 

 
 
 
８． 「＃１」のフロッピーディスクを取り出し、「＃２」のフロッピーディスクをセットして「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 
 
 
９． 「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 
 
 
１０．インストールするドライブ名とディレクトリ名を表示しています。インストールを続ける場合は、大きな「ボタン」をクリック 
   します。また、インストール先を変更したい場合は、あらかじめドライブ名とディレクトリ名を入力し直してから「ボタン」を 
   クリックします。 
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１１．「＃２」のフロッピーディスクを取り出し、「＃３」のフロッピーディスクをセットして「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 
 
 
１２．「ＯＫ」をクリックして終了します。 
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Ｗｉｎｄｏｗｓ９８でのインストール 
 
   ハードディスクはＣドライブ・フロッピーディスクドライブは、Ａドライブに割り当てられていることを前提としています。 
   これと異なる割り当てをしている場合は、割り当てに応じたドライブ番号に替えてインストールをしてください 
 
 
 
３． Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌ のフロッピーディスク「＃１」「＃２」を用意します。 
 
 
４． 他のアプリケーションを全て終了してから、「スタート」をクリックし、「設定」の「コントロールパネル」をクリックします。 

 
 
 
３． 「アプリケーションの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 
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４． 「アプリケーションの追加と削除のプロパティー」の表示から、「インストール（ I ）」ボタンをクリックします。  

 
 
 
５． Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌ のフロッピーディスク「＃１」をＡドライブに挿入し、「次へ（Ｎ）」ボタンをクリックします。 

 
 
 
７． セットアッププログラムのコマンドラインに「Ａ：￥ＳＥＴＵＰ．ＥＸＥ」と表示されていることを確認し、「完了」ボタンをクリックしま

す。 
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７． 初期化ファイルのコピーが開始されます。 

 
 
 
 
８． 「＃１」のフロッピーディスクを取り出し、「＃２」のフロッピーディスクをセットして「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
９． 初期化ファイルをコピーしています。 
 

 
 
 
１２．「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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１３．インストールするドライブ名とディレクトリ名を表示しています。インストールを続ける場合は、大きな「ボタン」をクリック 
   します。また、インストール先を変更したい場合は、あらかじめドライブ名とディレクトリ名を入力し直してから「ボタン」を 
   クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１４．スタートメニューに登録する「プログラムグループ」名を入力します。既存のグループリストから選択することもできます。 
 

 
 
 
１５．セットアップを開始します。 
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１６．「はい」をクリックします。 
 

 
 
 
１７．「ＯＫ」をクリックして終了します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 21 

                                                                                                データ通信 
 
 

 
 

ケーブルによるパソコンとの接続 

 
１． 本機の電源をＯＦＦします。 
 
２． ＣＯＭポートミニケーブルのプラグを本機のＣＯＭポートに接続します。 
 
３． ＲＳ２３２Ｃケーブル For ＰＣのコネクタをパソコンのＲＳ－２３２Ｃポートに接続し、もう片方をリバースケーブルのＰＣ（パソコン）側黒色

のソケットに差し込みます。 
 
４． ＣＯＭポートミニケーブルのもう片方をリバースケーブルの白色ソケットに差し込みます。 
 
５． 本機の電源をＯＮします。 
 
６． Ｗｉｎｄｏｗｓを起動します。 
 
７． プログラムマネージャの中の ＴＩＭＳアイコンをクリックし、Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌを起動します。 
 
８． メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューのメインポート通信条件をクリックします。 
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９． メインポート通信条件設定ダイアログボックスのポート番号（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５）の内、通信ケーブルを接続しているポート 

を、通信コマンドは白地を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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１０．メイン通信回線の「接続」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．端末パラメータ設定をする場合は、メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニューの各ポートの初期及び条件設定、

および年月日時の設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューの生データ送信開始をクリックします。 
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無線モデムによるパソコンとの接続 
 
 
 
 
１． 本機の電源をＯＦＦします。 
 
２． ＣＯＭポートミニケーブルのプラグを本機のＣＯＭポートに接続します。 
 
３． ＲＳ２３２Ｃケーブル For ＰＣのコネクタをパソコンのＲＳ－２３２Ｃポートに接続し、もう片方をリバースケーブルのＰＣ（パソコン）側黒色

のソケットに差し込みます。 
 
４． ＣＯＭポートミニケーブルのもう片方をリバースケーブルの白色ソケットに差し込みます。 
 
５． 本機の電源をＯＮします。 
 
６． Ｗｉｎｄｏｗｓを起動します。 
 
７． プログラムマネージャの中の ＴＩＭＳアイコンをクリックし、Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌを起動します。 
 
８． メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューのメインポート通信条件をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
 
 
 
９． メインポート通信条件設定ダイアログボックスのポート番号（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５）の内、通信ケーブルを接続しているポート 

を、通信コマンドは白地を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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１０．メイン通信回線の「接続」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．端末パラメータ設定をする場合は、メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニューの各ポートの初期及び条件設定、

および年月日時の設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューの生データ送信開始をクリックします。 
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携帯電話等移動体通信用アダプタやモデムによる接続 
 
 
 
１． 本機の電源をＯＦＦします。 
 
２． ＣＯＭポートミニケーブルのプラグを本機のＣＯＭポートに接続します。 
 
３． ＣＯＭポートミニケーブルのもう片方を、モバイル変換ケーブルを使用して無線モデムのＲＳ－２３２Ｃコネクタと接続します。 
 
４． パソコンのＲＳ－２３２Ｃポートにモデム・アダプタなど該当の通信機器を接続します。 
 
５． 本機の電源をＯＮします。 
 
６． Ｗｉｎｄｏｗｓを起動します。 
 
７． プログラムマネージャの中の ＴＩＭＳアイコンをクリックし、Ｔｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌを起動します。 
 
８． メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューのメインポート通信条件をクリックします。 
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９． メインポート通信条件設定ダイアログボックスのポート番号（ＣＯＭ１～ＣＯＭ５）の内、モデム・アダプタなど該当の通信機器通信ケーブル

を接続しているポートを、通信コマンドはＡＴ＆ＦＥ０Ｓ０＝１０を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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１０．電話番号を登録していない場合はメニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューの電話番号の登録をクリックします。
すでに登録している場合は１０．へ進みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．メイン通信回線の「接続」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．ダイヤルリストから接続先の番号を選択して、ＯＫボタンをクリックすると接続開始します。 
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１３．回線が接続された後、端末パラメータ設定をする場合は、メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニュー各ポート
の初期及び条件設定、および年月日時の設定をします。すでに、設定されている場合は１２．へ進みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１４．メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューの生データ送信開始をクリックします。 
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                                                                                            ロギング条件の設定 
 
 

 
 

ロギング条件の設定 
 

ＴＩＭＳはＴｉｍｓ  Ｔｅｒｍｉｎａｌと接続されていることを前提としています。 
    接続方法の詳細については、あらかじめ本説明書中にあるデータ通信の項目をよくお読みください。 
 
 
１． メイン通信回線の「接続」ボタンをクリックします。 
 
２． 端末パラメータ設定をする場合は、メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニューの各ポートの初期及び条件設定

または年月日時の設定をクリックします。すでに設定している場合は ４．へ進みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 各ポートの初期及び条件設定では、通信ボーレートを設定するほか、各ポートの使用数やアナログ上限値・下限値を入力してアラーム出力の

設定をします。年月日時の設定では接続しているパソコンの日付・時刻を送信してＴｉｍｓの時刻を更新します。 
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４． メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューのロギング条件設定をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５． 最初に、Ｔｉｍｓに現在設定されているロギング条件が表示されます。変更しない場合は「×」をクリックして閉じます。  ロギングを開

始させるために、以下の項目について入力します。 
 
レート        ロギングの周期で、１秒～３６００秒の範囲で設定できます。平均化回数は、 

１秒毎に計測したデータを指定した回数で平均して記録します。 
レートが１秒に設定されている場合は、平均化することはできません。１０秒のレートでは最大１０回まで 
の平均化した値での記録が可能です。 

 
 メモリー格納モード   リングはロギング開始～終了までの間に、Ｔｉｍｓがロギング可能な２２，９３３回を超えるデータが発生した場合、最

初のデータを消去して最新データを更新記録するモードです。 
                     終了までの間に、Ｔｉｍｓがロギング可能な２２，９３３回を超えるデータが発生した場合は、ロギング 

停止するモードです。 
 
 開始・終了      日付・時刻を入力して設定ボタンを押すと設定終了です。 
 
     設定されると設定条件が再び表示されます。確認して、正しい場合は「×」をクリックして閉じます。 
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ダウンロード 

 
 
１． メニューバーのメイン通信設定をクリックし、ホップアップメニューのダウンロードをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． ファイル名を入力の後、「ＯＫ」ボタンをクリックするとダウンロードを開始します。 
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                                                                                               アラーム発報設定 
 
 

 
 

アラーム発報設定 
 
アラーム発報設定は、アラームを発報する上限と下限の温度を設定し、その限度を上回るあるいは下回る温度を記録した場合に、登録した
２ヵ所の電話番号に自動的に電話をかけて知らせることが出来ます。この機能は、携帯電話等移動体通信用アダプタやモデムによる接続の
ときのみ有効です。 

 
 
１． メイン通信回線の「接続」ボタンをクリックします。メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニューの各ポートの

初期及び条件設定をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． 熱電対ポートとアナログポートのうち、４つのチャンネルについてアラーム発報が設定できます。ＤＯ1－4の出力条件の所に、チャンネル番

号、上限値、下限値などを設定します。設定ボタンをクリックします。 
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３． メニューバーの端末パラメータ設定をクリックし、ホップアップメニューのアラーム発報設定をクリックします。電話番号を２箇所まで登録
できます。リトライ回数で、何回までかけるかを設定します。設定ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． 一度回線を切断し、回線の待機を押します。以下のようなダイアログボックスが表示され、待機中になります。上記で設定した上下限値を超

える値が記録された場合、登録された番号に、設定したリトライ回数だけ、自動的に電話をかけて知らせます。電話番号を２ヶ所、リトライ
回数を１０回設定した場合、それぞれの番号に５回づつ交互に電話をかけます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 33 

                                                                                          アナログ変換と単位設定 
 
 

 
 

アナログ変換と単位設定 
 
アナログ変換と単位設定は、Ｔｉｍｓ  Ｔｅｒｍｉｎａｌに於いて表示するアナログ出力表示値 ０～１００．０％をユーザーの設定によ
って、測定対象に応じた上下限や単位にパソコン上で変換表示するために、ソフトウェアに対して行います。 

 
 
１． メニューバーの個別補正をクリックし、ホップアップメニューのアナログ変換と単位設定をクリックします 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． 変換して表示するＣＨの  Ａ：傾き   Ｃ：オフセット   単位： を設定します。 
   まず、入力Ｘ（下限０～上限１０００）とは、ＴＩＭＳがＴｉｍｓ Ｔｅｒｍｉｎａｌに転送入力したオリジナルデータです。 
   Ｃは、変換表示する値の下限値が０以下の場合に設定するオフセットです。 
   ＃＃０．０ は、表示スタイルと単位を設定します。 
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例 
   Ｃｈ１．  変換表示したい下限値０．０００Ｖ ～ 上限値＋５．０００Ｖ  
        フルスケール５．０００Ｖ  ０．００５Ｖステップの場合。 

         （Ａ：傾き）    ５．０００÷１００．０（入力Ｘ）=０．０５ 
         （オフセット）   ０ 
         （単位）      ＃０．０００Ｖ   

先頭の＃は正数または負数を表す為、にかならず付ける。 
 
    Ｃｈ２．  変換表示したい下限値＋０００．０ｋｇ ～ 上限値＋５００．０ｋｇ 
        フルスケール５００．０ｋｇ  ０．５ｋｇステップの場合。 

         （Ａ：傾き）     ５００．０÷１００．０（入力Ｘ）=５ 
         （オフセット）    ０ 
         （単位）       ＃＃＃０．０ｋｇ   

先頭の＃は正数または負数を表し、のこりの＃は、それぞれ１００の位の整数と１０の位 
の整数を意味しています。少数点以下を表示する場合、１の位は０を設定します。 

 
    Ｃｈ３．  変換表示したい下限値＋００００ｍｍ ～ 上限値＋１０００ｍｍ 
        フルスケール１０００ｍｍ  １ｍｍステップの場合。 

          （Ａ：傾き）     １０００÷１００．０（入力Ｘ）=１０ 
          （オフセット）    ０ 
          （単位）       ＃＃＃＃＃ｍｍ 

 先頭の＃は正数または負数を表し、のこりの＃は、それぞれ１０００の位の整数と１０ 
 ０の位、１０の位、１の位の整数を意味しています。少数点以下の表示は無い為１の位 
 も＃を設定しています。 

 
（メモ）  単位に、％を使用することは出来ません。 

 
 
 
３． 登録ボタンを押してから、「×」をクリックしてください。 
 


